
令和7年9月21日　（押立ふれあい会館）

No. 質問内容 回答

1

押立ふれあい会館前の広場の環境を整備してほし
い。
・段差が出来ていたり、地面が掘れて穴があいている
・鳩の糞が落ちていて不潔である

押立ふれあい会館前の広場の環境整備については、広場の安全性確保や利用者の快適性向上など、緊急性や
優先度を総合的に検討し、順次、予算の範囲内で更新する。
なお、修繕のために工事が必要な場合を除き、例えば穴の補修や糞の清掃については、指定管理業務の一環と
して、自治会に対応をお願いしたい。

2
押立児童公園の枝が歩道側にはみ出して電線と接
触しているので伐採してほしい。

押立児童公園内の大きく成長した樹木については、樹木が電線に触れると電気火災や漏電などにつながる可能
性もあるため、公園内に日影が残るよう考慮しながら樹木の剪定を市内公園管理者である公益財団法人グリー
ンウェルネス財団が実施する。

3

小中学生の通学路へ防犯カメラの設置希望。
いちょう並木通り等の大きな道路には防犯カメラが設
置されていると思うが、大きな通りから中に入った道
路には設置されていないので設置してほしい。

通学路防犯カメラは、不特定多数の往来が激しい場所のほか、特に子どもの安全を確保する観点から、PTA等
のご意見を踏まえ、教育委員会や多摩中央警察署と協議を行ったうえで設置場所を決定している。
通学路防犯カメラに限らず、すでに市で多くの防犯カメラを設置しており、これ以上市で大幅に増やすことは考え
ていない。防犯カメラだけに頼るのではなく、地域の目で見守ることも大切と考える。
そのうえで、地域の治安状況を最も把握されている自治会でさらに設置を希望される場合は、購入・設置費用の
一部（補助率：23/24）を市で助成しており、自治会としてご検討いただきたい。
また、個人向けにも、侵入盗被害防止を目的とした防犯機器等を購入した際、購入・設置費用の一部（補助率：
1/2）を助成する事業を行っている。

4
市立病院の担当医師が約１年のうちに何回か異動し
てしまい、医師によって治療方針が異なる。医師を定
着させ、患者を安心させてほしい。

偶然異動の時期が重なったことはご迷惑をおかけしたが、基本的に公立病院では医師の養成をしておらず、大
学病院等から医師を派遣してもらい、人事権は派遣元にある。市として、医師が空白にならないように努力する
が、定着できないのはご了承いただきたい。また、治療方針は医師個人の判断となる。困り事があれば相談室に
相談してほしい。

5 押立児童公園にトイレを設置してほしい。

押立地区に公衆トイレがないという課題意識は持っているが、トイレの設置には近隣住民の賛否が分かれ、設置
場所や管理上などの問題がある。また、近年のトイレは誰でもトイレの設置等、大型なものとなり、公園の面積を
狭めてしまう問題もある。現状、予算の算段はないが、自治会館の建て替えに合わせて、外付けのトイレを設置
するのが良いと考える。自治会館の建て替えには市だけでなく、自治会の負担も発生する。
トイレの設置については場所や維持管理を含め、自治会と意見交換をしていきたい。

6
稲城長沼駅にiバスを通してほしい。また、稲城長沼
駅前の区画整理を加速させてほしい。

バスロータリーが整備されるまでは、バスが入れないことはご了解いただきたい。駅前整備の努力はしているが
地権者の意向もあり、すぐには難しく、用途も制限できない。現在、商業施設の集合ビル化を提案している。区画
整理の完成は、最速でも30年はかかると考える。
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7
アカシア通りの速度規制が30キロから40キロに引き
上がった。自治会から警察へも要望しているが、元に
戻してほしい。

ご要望として承ります。

8
梨花幼稚園前の通りから多摩川に出るところに信号
機や横断歩道をつけてほしい。

信号機の設置は、市や多摩中央警察署に権限はなく、都内全域、警視庁本庁で決めている。毎年市から多摩中
央警察を通して本庁へ要望を行っているが、都内各自治体からの設置要望が増えており、要望に追いついてい
ないのが実情である。

9
ふるさと納税について、梨を返礼品に入れるなど、財
源確保に力を入れてほしい。

市も返礼品の拡充に努力をしているが、梨はふるさと納税に回す分がない等、市の実情を考えると難しい。なお、
ふるさと納税は、地方税制度を歪めるものであると考えており、制度廃止の運動を続けていく。返礼品で良いもの
があれば是非提案してほしい。

10
部活動にはクラブと違い部活ならではの良さがある。
子どもたちの想いに沿うような形にしてほしい。

教員の働き方改革の一環で、部活動の廃止や地域展開等、国の方針が二転三転している。
稲城市では現在、教育委員会と方針を練っているが、教員の役割分担や外部指導員の増員等を行い学校単位
の部活動を維持していきたいと考えている。
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